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一
開
票
(
十
月
一
一
百
午
前
八
時
三
十
分
か
一
開
票
状
況
の
参
観
も
で
き
ま
す
が
参

ら
)
大
川
市
公
会
堂
と
新
谷
小
学
校
説
↑
観
人
が
多
い
と
き
は
先
着
順
で
入
場
人

堂
の
二
カ
所
で
開
始
さ
れ
ま
す
。
一
員
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
制

の
利
用
を

R
U
F
-

-，b
J
O
 

広
V

つム

そ
だ
て
よ
大
洲
市

た
ば
ニ
も
ー---"‘

役

標
語
入
選
作
き
ま
る

大
洲
た
ば
こ
間
売
協
同
川
泊
五
回
、
専
売
一

公
社
大
州
出
張
所
、
十
命
市
一
¥
は
「
市
一

円
で
た
ば
こ
を
買
い
ま
し
ょ
う
」
の
置
一

動
を
更
に
譲
り
あ
げ
ナ
U
た
め
市
民
の
h

-

た
が
た
か
ら
探
訪
わ
努
焦
を
行
っ
て
い
一

ま
し
た
が
、
六
一
一
川
の
応
募
が
あ
り
、
十

関
向
省
に
よ
っ
て
山
吋
危
な
滋
賀
の
結
果
一

入
選
作
一
州
、
仕
作
安
刊
か
次
の
通
り

決
ま
り
ま
し
た
O

佳
作
(
五
一
刷
)
順
不
同

。
た
ば
こ
か
ら
生
れ
る

我
与
の
め
の
橋
こ
の
道

大
洲
ぃ
川
中
村
東
陛

民
旧
活
は
明
子

。
た
ぱ
三
江
市
の
財
源

↑、州

hv凶
ノ
木

門
市
ツ
一
ス
ヨ

。
父
さ
ん
の
旅
行

ωか
と
も
は

市
内
の
た
df
一

。
一
ポ
の
だ
ば
ヱ

E

大
さ
ほ
古
の
力

大
洲
市
春
一
d
利
回
イ
ヨ
子

ぃ
h
噴

加

代

同民宇一



昭

和

二

寸

余

年

の

沙

二

十

九

臨

時

国

③

日

オ

E
内
に
住
所
を
有
す
と
こ
な
」
ま
た
母
以
外
の
者
で
あ
る

会

で

児

童

扶

養

手

当

法

が

、

父

と

牛

詰

と

。

受

給

者

に

あ

っ

て

は

そ

の

挟

一

を

と

も

に

し

て

い

な

い

児

童

(

義

襲

央

自

年

金

給

付

を

存

む

こ

と

災

議

警

-

主

人

給

者

の

生

計

一

育
穆
s
前

の

も

の

)

に

闘

が

児

童

手

当

が

で

き

な

い

こ

と

。

そ

ー

叫

片

す

乙

も

の

の

所

得

に

一

を

支

給

す

る

こ

と

に

よ

り

、

児

童

の

し

⑥

次

の

(

イ

)

か

ら

(

ハ

)

ま

で

つ

矢

前

半

分

の

所

得

税

額

が

一

あ

わ

せ

を

た

か

め

る

自

問

の

た

め

に

成

の

い

ず

れ

に

も

設

当

す

る

こ

と

別

に

定

め

乙

令

額

れ

上

で

な

一

一

立

し

、

十

一

旦

一

十

九

日

公

布

、

今

年

た

だ

し

(

イ

)

か

ら

(
/
)
3
U
E
o
別
に
定
砂
U

金
額
一

去

の

生

謀

、

明

石

一

一

、

市

内

需

主

の

顕

彰

(

す

で

一

の

一

月

一

日

た

り

施

行

さ

れ

ま

え

で

は

当

該

者

受

給

者

本

人

配

信

社

会

製

へ

照

へ

で

で

下

一

ノ
ゆ
た
か
に

Z
E一
に

怒

さ

れ

た

芝

除

き

ま

す

)

一

す

で

に

文

給

さ

れ

て

い

る

方

み

も

あ

り

偶

者

、

扶

養

重

唱

)

ま

た

は

一

さ

い

。

一

い

で

あ

っ

て

、

老

人

の

補

一

お

祝

い

一

い

な

い

方

、

ま

た

あ

主

に

需

要

件

く

は

扶

受

理

か

災

害

に

よ

り

一

月

を

足

と

し

て

支

給

し

、

そ

の

一

佐

官

「

と

し

よ

り

」

一

一

ニ

、

記

者

(

附

翌

年

生

の

ガ

)

一

に

賞

す

る

さ

つ

に

な

っ

た

方

は

雲

市

川

有

財

産

に

つ

き

、

お

お

む

ね

一

定

量

プ

人

の

警

は

八

再

、

一

の

た

め

の

も

の

ば

か

り

で

一

の

語

一

申

請

の

手

続

き

を

し

て

下

さ

い

。

こ

れ

そ

の

二

分

の

日

上

の

被

告

を

一

二

人

の

場

合

千

四

再

、

三

人

以

上

一

は
た
え
す
べ
て
の
人
に
一
四
、
老
人
福
祉
功
労
者
(
個
人
、
回
一
か
ら
聖
相
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し
た
州

71
け
た
と
き
評
険
争
等
に
よ
一
で
芝
な
と
き
は
、
千
円
一
白
門
に
そ
の
児
一

北

ハ

通

し

た

問

題

で

あ

り

ま

一

体

)

の

宗

一

月

か

皇

給

一

l

i

l

i

-

-

1

1

-

Z

充
さ
れ
一
室
の
っ
ち
二
人
暴
い
た
児
童
一
人
一

日

た

め

老

人

主

い

人

一

立

話

山

一

炉

一

手

一

日

一

児

童

扶

養

手

当

の

支

給

に

つ

い

て

一

泊

m
mれ
わ
れ
初
日
刊
を
加
算
し
た
喜
一

主
供
も
、
み
ん
な
が
こ
一
こ
の
よ
う
な
京
事
以
外
に
、
各
一
月
の
三
回
に
「

l
i
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1一
さ
れ
ま
せ
ん
一
以
上
か
児
童
扶
養
手
当
の
あ
ら
ま
し
一

ぞ
っ
て
芝
弘
容
福
一
地
域
の
公
民
館
、
婦
人
会
、
学
校
、
民
一
わ
け
て
、
有
支
払
期
月
に
前
月
ま
で
の
一
撃
三
年
以
上
に
わ
た
っ
て
拘
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
一
ィ
、
受
恥
↑
一
暑
が
前
年
に
お
い
て
一
で
す
か
ら
ι
蓄
さ
れ
る
方
は
、
回
か
ん
一

祉
を
揮
し
こ
れ
を
た
か
一
生
委
員
、
青
年
図
、

V
T
g
そ
の
他
一
分
を
指
一
定
さ
れ
た
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
一
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
。
一
ロ
、
義
者
で
あ
る
母
以
外
の
一
十
一
戸
一
万
円
前
年
の
十
二
月
一
義
参
し
て
、
申
請
の
手
続
き
そ
す
ぐ

め
る
九
め
に
協

υし
、
ヱ
聞
係
機
関
に
お
い
て
は
、
実
践
奉
仕
の
一
ま
す
。
一
(
ト
)
認
が
婚
姻
に
よ
っ
て
慎
一
者
(
最
悪
母
の
配
偶
者
一
三
十
一
日
に
お
い
て
義
務
教
一
に
し
て
下
さ
い
。
一
備
考

万

五

、

問

る

い

社

会

行

事

か

行

な

わ

れ

、

こ

れ

を

通

じ

て

老

一

言

語

資

格

は

、

一

胎

し

た

か

ど

つ

か

が

朗

ら

か

で

一

定

く

)

に

書

さ

れ

、

母

一

裏

了

前

の

児

童

の

許

を

一

(

社

会

憲

一

簡

易

2一
時
よ
り
一
語
ま
で

を

つ

く

り

ま

し

ょ

う

二

人

室

長

る

よ

ろ

、

み

ん

な

の

ご

一

)

喜

一

な

い

毒

一

長

官

れ

て

い

な

い

こ

と

一

語

し

た

と

語

、

児

童

二

l

i

l

i

-

-

一

l

i

l

i

-

-

h
Hが「
と
し
一
手
話
ば
れ
れ
ば
家
庭
と
一
社
一

1
M詰
主

し

て

い

喜

一

心

抗

日

間

刊

誌

主

⑩

長

時

諮

問

日

一

公

一

一

訪

問

問

け

一

保

険

税

一

b

知

ら

せ

主
主
一
川
闘
を
「
と
一
合
お
け
る

E
し
よ
と
の
高
を

2
母
が
な
い
か
又
は
母
が
霊
し
な
一
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。
一

ζ

o

-

な

か

っ

た

こ

と

。

一

寸

三

期

分

内

期

一

米

屋

さ

ん

の

公

休

H

し
よ
り

ω読
品

L
一
理
解
し
、
と
し
よ
り
空
い
人
も
喜
一
い
場
合
て
最
外
の
者
が
児
童
一
以
上
の
(
イ
)
な
り
(
へ
)
ま
一
定
し
、
そ
の
京
震
の
と
一
ロ
、
詰
者
の
配
偶
者
の
所
得
一
司
一

1
4

て
、
全
国
的
に
い
ろ
い
一
い
の
立
場
を
霊
し
て
融
合
す
る
こ
と
一
室
育
し
て
い
る
場
合
は
君
主
で
の
を
は
、
戸
籍
上
の
正
式
一
き
は
除
か
れ
ま
す
。
一
に
つ
き
、
前
年
分
の
所
得
税
一
今
月
の
納
税
は
、
国
民
健
康
伝
説
こ
の
た
び
義
販
売
業
者
懇
お
申

ろ
俗
語
が
行
な
わ
空
一
に
努
め
て
い
た
だ
き
又
、
「
と
し
よ
り
一
育
竜
一
の
父
の
ほ
か
に
、
話
当
!
覧
一
宮
の
配
偶
者
に
書
さ
れ
て
い
一
額
が
な
い
こ
と
ο

一
芳
三
期
分
で
す
。
九
月
二
十
日
ま
で
に
一
合
せ
に
よ
り
毎
月
罪
芳
主
ニ
孟
芳
菌
四
官
臼
臨
皆
臼
を

す
不
が
、
市
吉
に
お
い
て
は
三
、
ニ
一

τ」は
E
し主よきEりι」と
tして行
在
な
-
豆
言
亘
一
ご

(3
ニ5)
受
露
給
者
差
及
び
覧
児
衰
苦
の
貝
需
備
す
支
ベ
一
一
妻
旦
署
を
懐
詰
胎
し
た
た
当
義
時
母
雪
と
妻
一
な

5い心
-
こ
」
ミ
と
屯
。
一
ハ
、
対
霊
象
児
量
輩
の
自
問
で
主Jあ号肝¢

z
主プ丈るゑ昼一叫兵星叫兵星戸受λ
一
地
区
昼
長
、
又
走
は
納
組
税
組
合
長

ぺ沿のよ与考-うつ是な容ザこ
)Eとを
中
官
露
十
藷
遍
一
で
}
こ
」
と
、
そ
う
べ
き
も
の
が
あ
あ
こ
と
一
き
要
件
。
一
路
関
係
に
あ
っ
た
者
、
す
な
わ

7
Z者
の
具
備
す
べ
き
要
件
。
一
給
者
に
あ
っ
言
、
そ
の
扶
て
徴
税
蓄
を
配
布
い
た
し
ま
す
か
一
り
ま
ず
か
ら
泊
費
者
の
皆
さ
ん
に
お
か

ミ
霊
山
祝
福
を
す
一
を
理
解
し
て
、
愛
さ
れ
る
老
人
と
な
る
了
児
童
の
一
具
備
す
べ
き
場
所
一
ち
事
実
上
の
父
を
含
み
ま
す
。
一
①
生
存
し
て
い
る
こ
と
。
一
括
一
義
務
警
告
を
同
一
に
一
ら
、
納
期
限
(
九
月
三
十
日
)
主
に
れ
で
は
警
に
簡
の
上
御
協
力
下
さ

寸
先
に
、
警
の
警
一
ょ
っ
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一
①
生
存
し
て
い
る
こ
と
。
一
⑥
交
又
慢
の
死
亡
に
つ
い
て
の
一
宮
本
国
民
で
あ
る
こ
と
o

一
し
て
い
る
も
の
の
所
在
三
押
し
て
下
さ
い
。
一
い
ま
す
よ
う
、
長
知
い
た
し
ま
す
。

を
表
附
す
る
こ
と
に
し
て
一
「
と
し
よ

η
の
巨
及
び

E
し
ょ
一

;
H
H
H
H
H
H
H
H
-
H
H
H封
H
H
-
H
H
H
H
H
A
H
H
H
H
H
H
H話
料

H
H刊
H
H
H
K
H
H
"
u

一
な
お
、
公
休
日
貴
重
、
ま
た
は

一
品
霊
週
間
」
の
4
に

か

ぎ

り

て

一

皇

は

も

し

震

な

人

罪

事

進

ん

一

一

の

手

が

は

い

つ

存

し

て

い

る

も

の

で

一

宅

一

言

に

よ

り

緊

急

量

す

る

場

合

は

す

ぐ

使

引

?

な

く

な

住

民

位

れ

一

i血
す

る

と

自

一

一

二

学

明

の

ま

じ

め

こ

Tiz--ま
た
?
の
終
っ
た
育
長
一
こ
の
界
で
は

2
1ブ

一

;

一

'

一

人

が

約

十

年

に

一

回

二

002提
一

二

庄

一

d
r
l
k
o

一
の
で
す
G

一
ど
も
の
交
番
放
が
そ
、
大
半
年
一

η
E

り
、
応
急
メ
は
大
量
輸
血
の
場
合
に
は
一

i
げ
円
池
山
崎
l

一

供

す

れ

ば

よ

い

量

な

の

で

す

。

一

-

!

『

;

一

秋

詰

は

い

-22妥-ままで言もな雪く、溶考ちつ己い一玄菌後菌四露将か』らり六時

、ぷ供血署者を議一探探す

Zのに
届
因
り
芸
ま
す
芸
カ
あ
一
量
の

z血夜票が
必
挙
裏
と
主
な
る

Eとい
-
う
つ
悪
日
棄
土
喜
子
社
詰
は
、
"
長
愛
の
謀
献
血
皇
運
一
い
=
よ
い
旨
よ
圭
亙
亭
語
4

期
期
が
在
は
じ
主
ま
り
2寸ま広しエ案朱外舎お管りま手す。
Jvこ品}れれは量凪興一型器的な義疲一て五一勉勉強し午やす更くなきる霊霊即で子す
O

か
一
幼
蓄
や
率
学
校
李
か
り
信
帰
つ
毛
て
き
て
返
遊
一
水
道
の
修
理
は

ら主かピ瓦め人企体か切らり

Eとつ
完
た
血
礎
液
程

1ι特一悟
徳
相
環
に
お
ち
い
つ
て
い
ま
す

τ。一
苛

動
H

を
量
提
唱
哲
し
、
わ
お
が
国
害
の
血
液
重
事
主
一
た
弓
。
夏
繁
が
裂
終
つ

2たも
お
の
の
、
悪
罪
い
一
重
度
の
し
る
し
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
一
ら
だ
の
調
子
が
よ
く
な
い
空
学
習
一
ん
で
い
る
と
き
も
よ
く
注
怠
し
ま
し
ょ
一

近
年
医
学
主
歩
し
て
、
今
ま
で
治
一
殊
な
蓄
を
混
合
し
一
保
管
て
基
一
考
え
て
見
ま

Z血
液
は
入
聞
の
生
一
業
の
正
常
化
と
血
液
の
確
保
に
努
力
一
く
せ
や
羽
田
県
な
く
な
っ
て
く
れ
た
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
と
り
つ
か
れ
を
だ
ん
だ
ん
定
か
め
る
よ
長
一
う
。
一
指
定
工
事
居
へ

ら
な
い
と
い
わ
れ
高
級
や
悩
な
ど
の
一
ま
す
と
、
い
言
い
う
と
き
、
す
ぐ
に
一
き
た
体
の
一
罪
で
あ
り
、
生
き
た
も
一
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
改
一
し
ょ
う
か
、
安
む
夜
遊
び
、
ム
が
ち
で
す
し
、
日
本
脳
炎
、
宗
痢
な
ど
一
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
一

l

i

l

-

-

一

病
気
込
手
術
に
よ
っ
て
治
る
よ
う
に
一
役
立
主
す
の
で
治
療
上
大
き
な
喜
一
の
で
あ
れ
ば
こ
そ
大
き
な
治
療
一
効
果
を
一
善
さ
れ
な
い
現
況
で
、
今
年
も
又
w
愛

7か
い
と
い
っ
た
こ
在
、
と
く
に
一
は
、
九
月
に
は
い
っ
て
か
り
も
ま
だ
ま
一
子
供
の
震
に
つ
い
て
窺
の
役
目
も
一
秋
竺
赤
ち
ゃ
ん
検
診
一
水
加
れ
、
パ
ツ
キ
ン
の
故
障
な
ど
で
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訪

日

宣
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申
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又
交
通
機
関
の
発
注
と
」
も
に
と
年
々
増
加
し
て
お
り
o

昨
今
で
は
年
間
一
道
義
的
に
み
て
正
し
い
行
為
で
は
あ
り
一
生
命
の
危
機
に
あ
る
人
の
た
め
に
、
一
頭
か
り
お
さ
え
つ
け
よ

2し
で
も
一
な
の
で
、
ま
ず
栄
養
と
震
は
、
た
つ
一
分
に
な
り
、
芝
、
ま
か
せ
て
お
く
こ
一
左
の
白
書
よ
り
一
斉
検
診
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一
言

一六
O
万

リ

ッ

ト

ル

に

も

及
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隣

A
愛
と
一
又
お
互
い
の
生
命
を
守
る
た
め
に
こ
ぞ
一
な
か
な
か
簡
単
に
は
い
か
な
い
も
の
一
ぷ
り
与
え
る
よ
う
に
し
て
や
っ
て
下
さ
一
と
も
で
き
ま
す
が
、
健
康
に
関
し
て
は
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行
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ま
ず
か
ら
該
当
者
は
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頁
検
芳
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町
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て
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そ
の
他
不
時
の
災
害
に
よ
る
主
上
一
相
互
扶
助
の
績
神
か
ら
、
お
互
い
が
健
一
っ
て
こ
の
運
動
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
一
で
す
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っ
し
で
も
判
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に
迷
宮
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叉
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襲
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献
一
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つ
に
お
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い
い
た
し
ま
す
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な
こ
と
が
あ
れ
ば
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学
校
の
先
生
な
り
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て
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夏
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り
ま
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該
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又
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七
一
五
番

は
ま
だ
厄
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
三
従
っ
て
患
者
寝
室
志
向
じ
一
一
人
が
ニ

oaず
つ
襲
す
る
一
山
口
と
み
て
よ
い
で
し
ょ
古
顔
色
が
悪
く
く
れ
ま
す
。
い
く
ら
り
っ
ぱ
に
で
き
て
一
て
宿
題
に
ど
の
く
ら
い
簡
を
か
け
た
一
色
日
大
壁
塁

ふ
つ
う
、
人
体
か
ら
取
っ
た
血
液
は
一
治
療
効
果
を
期
待
す
る
に
は
、
よ
り
多
一
と
し
て
も
一
一
一
O
O万
人
分
で
す
が
、
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こ
/
・
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っ
た
り
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だ
る
を
つ
に
み
え
る
子
が
幽
い
る
も
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受
信
で
買
っ
た
り
、
親
一
ら
よ
い
か
検
討
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
一

H

ロ
日
蔵
川
公
民
館

と
し
よ
り
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う

@
日
一
本
箇
民
で
あ
る
こ
と
。

⑨
日
本
圏
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と。
@
義
務
教
育
終
了
前
ー
で
あ
る
こ
と

⑥
次
の
(
イ
)
か
ら
(
チ
)
ま
で

の
い
ず
れ
か
に
詩
町
一
す
忍
こ
と

(
イ
)
父
母
が
婚
智
伊
解
泊
し

ー
た
児
童
口
'

(
ロ
)
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

(
ニ
)
父
の
生
死
が
朗
ら
か
で

な
い
旧
公
民
。

(
ホ
)
父
が
引
き
続
き
一
年
以

上
泣
乗
し
て
い
る
児
童
。

(
ヘ
)
父
が
法
令
に
よ
り
引
を
」

ハ
ム
前
年
金
給
付
を
受
付
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
。

買
え
に
支
給
さ
れ
る
八
ム
的
年
金
給

付
の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

⑨
受
給
者
ま
た
は
児
童
か
、
児
童

の
父
、
ま
た
は
ほ
の
死
亡
に
つ

い
て
の
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、
給
付
の
事

由
が
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し
て
六
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

⑨
次
の
(
イ
て
ま
Fほ
(
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)

の
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に
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当
す
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こ
と

ィ
、
受
給
者
で
あ
る
口
に
抗
議

白

九
月
十
五
毘
は

『
と
し
よ
り
の
目
』
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